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足
立
区
に
対
し
て
要
請
を
伝
え
る
と
回
答 

￤
自
民
党
、
公
明
党
、
共
産
党
￤ 

国
土
交
通
省
は
、
新
労
務
単
価
改
定
に
あ
た
っ
て
、

職
人
の
賃
金
引
上
げ
と
社
会
保
険
加
入
促
進
を
掲
げ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
組
合
は
、
①
旧
単
価
契
約
分

に
つ
い
て
契
約
変
更
の
実
施
（
元
請
に
発
注
金
額
を
上

乗
す
る
）
②
新
年
度
建
設
予
算
に
つ
い
て
、
労
務
費
改

定
分
を
上
乗
せ
し
補
正
予
算
を
組
む
こ
と
③
下
請
労

働
者
の
賃
金
引
上
げ
確
認
を
行
政
と
し
て
図
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。 

 

懇
談
し
た
鯨
井
区
議
は
「
検
討
す
る
」、
滝
上
区
議
、

前
野
区
議
（
公
明
党
）
は
、
党
と
し
て
要
望
し
て
お
り
、

土
建
の
要
望
を
伝
え
る
。
ぬ
か
が
区
議
（
共
産
党
）
は
、

党
と
し
て
要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
組

合
の
要
望
を
伝
え
ま
す
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

□ 

足
立
区
が
特
例
措
置
実
施
と 

￤
元
請
に
賃
金
引
上
げ
の
誓
約
書
を
義
務
付
け
￤ 

 

翌
5
月
9
日
に
は
、
足
立
区
が
要
望
に
そ
っ
た
形

で
契
約
変
更
手
続
き
を
決
定
（
特
例
措
置
の
実
施
）
が

さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
下
請
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ

を
担
保
す
る
た
め
に
元
請
に
対
し
て
「
賃
金
引
上
げ
の

誓
約
書
」
を
求
め
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全

国
的
に
も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
公
契
約
条
例
制

定
へ
の
足
立
区
の
決
意
を
垣
間
見
る
も
の
で
す
。 

 

平
成
25
年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
引
き
あ
が
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、
足
立
支
部
で
は
5
月
8
日
旧
設
計
労
務
単
価
で
契
約
し
、

新
年
度
の
４
月
１
以
降
工
事
着
工
分
に
つ
い
て
、
新
年
度
の
設
計
労
務

単
価
で
再
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
区
議
会
に
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。 
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５
月
８
日
に
組
合
と
鯨
井
区
議
と
の
懇
談
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
（
既
報
第
６
号
）
し
か
し
、
こ
れ
は
い
つ
も
と
違
う
つ
な

が
り
で
実
現
し
ま
し
た
。 

支
部
事
務
所
の
エ
リ
ア
は
、
中
梅
分
会
が
担
当
で
す
。
そ

の
分
会
長
森
山
さ
ん
（
給
湯
設
備
）
、
賃
金
専
門
部
長
の
宮

原
さ
ん
（
石
工
）
は
、
事
務
所
近
く
に
あ
る
居
酒
屋
の
常
連
。 

実
は
こ
の
居
酒
屋
の
息
子
は
宮
原
さ
ん
と
親
友
と
言
う
こ

と
も
あ
り
、
組
合
会
議
が
終
わ
る
と
仲
良
く
会
場
を
移
し
て

の
次
の
会
議
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
二
人
の
話
題
は
、

も
っ
ぱ
ら
「公
契
約
条
例
」
。
二
人
の
あ
つ
い
会
話
の
中
で
、
お

店
の
マ
マ
が
区
議
会
議
員
の
親
戚
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
マ
マ

の
計
ら
い
で
お
店
か
ら
直
接
議
員
に
連
絡
が
つ
き
ま
し
た
。 

大
手
企
業
交
渉
に
参
加
し
た
仲
間
の
話
し 

「
設
計
労
務
単
価
が
引
き
上
げ
に
な
っ
た
か
ら
当
然
職

人
の
賃
金
は
上
が
る
は
ず
。
し
か
し
、
清
水
建
設
に
問

い
詰
め
て
も
判
り
ま
せ
ん
の
一
辺
倒
。
あ
が
っ
た
な
ら

払
え
ば
い
い
だ
け
な
の
に
、
そ
れ
を
し
よ
う
と
は
し
な

い
。
や
っ
ぱ
り
、
し
っ
か
り
と
賃
金
が
流
れ
る
仕
組
み
、

公
契
約
条
例
（
法
）
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
よ
」 

 
 
 
 
 
 
 

※ 

分
会
執
行
員
会
の
共
済
学
習
会
で
の
話
し 

全
建
総
連
は
、
損
害
保
険
料
算
出
機
構
と
組
合
員
が

交
通
事
故
を
受
け
た
と
き
に
「
実
態
証
明
書
」
で
休
業

補
償
確
認
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
事
を

受
け
て
「
公
契
約
条
例
」
が
出
来
れ
ば
、
交
通
事
故
の

と
き
の
一
つ
の
そ
の
基
準
に
成
る
の
で
は
な
い
か
と
青

井
足
立
分
会
で
あ
つ
い
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

や
き
鳥
屋
で
組
合
員
の
話
し 

 

い
ま
組
合
で
公
契
約
条
例
を
や
っ
て
い
る
け
ど
、
俺

ら
町
場
に
も
大
事
だ
よ
。
公
共
工
事
で
ル
ー
ル
が
出
来

れ
ば
、
俺
ら
だ
っ
て
き
ち
っ
と
施
主
に
も
言
え
る
か
ら

な
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

４
月
の
群
会
議
報
告
書
よ
り 

 

●
現
場
で
職
人
の
数
が
少
な
く
、
作
業
の
遅
れ
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
●
人
手
不
足
が
賃
金
上
昇

に
な
れ
ば
い
い
の
だ
が
。
●
設
計
労
務
単
価
と
実
際
の

賃
金
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
。
●
仕
事
が
忙
し

い
が
単
価
安
く
、
自
転
車
操
業
だ
。 

昨
年
か
ら
分
会
長
と
な

り
、
賃
金
担
当
の
副
部
長
に

な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、

組
合
の
議
論
は
、
な
ん
か
現

場
の
声
が
見
え
な
い･

･
･

、

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
公
契
約
条
例
制

定
運
動
は
違
う
。
本
当
に
現

場
の
声
、
僕
た
ち
区
民
の
声

か
ら
作
り
上
げ
て
い
る
実

感
が
あ
る
よ
ね
。 

だ
か
ら
、
飲
み
屋
で
も
気

軽
に
条
例
の
話
し
が
出
来

る
ん
だ
。
今
後
も
地
域
の
方

と
も
協
力
し
て
早
期
に
条

例
制
定
を
し
た
い
ね
。 

 



写真左から白滝本部書記長、島原孝支部委員長、太田昭宏大臣、中島かつ江さん、中村支部書記長 
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大
臣
懇
談
は
、
平
成
25
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
引
き
上
げ
を
受
け
て
、
全
建
総
連
（
全
国
建
設
労
働
組

合
総
連
合
・
委
員
長
巻
田
幸
正
）
が
要
望
を
し
て
い
た
も

の
で
す
。 

懇
談
の
冒
頭
、
巻
田
委
員
長
は
「
か
ね
て
か
ら
組
合
が

要
望
し
て
い
た
設
計
労
務
単
価
の
大
幅
引
上
げ
が
実
現

し
感
謝
し
た
い
」
と
、
前
年
度
か
ら
平
均
で
15
％
、
被
災

地
域
で
21
％
の
単
価
引
き
上
げ
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し

大
臣
に
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

太
田
国
土
交
通
大
臣
は
「
物
事
に
は
、
急
激
は
良
く
な

い
、
徐
々
に
変
わ
る
の
が
重
要
。
本
当
は
30･

40
％
と
大

き
く
と
上
げ
た
か
っ
た
が
、
15
%
の
引
上
げ
は
ま
ず
ま

ず
で
な
な
い
か
。
建
設
技
能
労
働
者
は
地
域
防
災
の
上
で

も
大
切
。
職
人
の
皆
さ
ん
の
社
会
保
険
整
備
に
と
っ
て
大

事
な
改
定
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
「
安
倍
総

理
が
日
経
連
に
賃
上
げ
を
求
め
た
が
、
私
は
日
建
連
の

方
々
に
、
こ
の
引
上
げ
は
下
請
・
職
人
の
皆
さ
ん
方
の
も

の
で
あ
る
と
伝
え
た
と
の
裏
話
も
打
ち
明
け
る
な
ど
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
話
し
が
進
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
自
治
体
で
公
契
約
条
例
制
定
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
私
た
ち
（
国
）
も
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
る
と
表
明
し
ま
し
た
。 

建
設
技
能
労
働
者
の
不
足
と
高
齢
化
問
題
な
ど
山
積

す
る
業
界
に
あ
っ
て
、
所
轄
大
臣
と
全
建
総
連
の
話
し
合

い
は
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
足

立
区
の
条
例
制
定
へ
の
推
進
力
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

全
建
総
連
は
設
計
労
務
単
価
引
上
げ
を
受
け
た
太
田
昭
宏

大
臣
懇
談
を
５
月
16
日
に
国
土
交
通
省
大
臣
室
で
行
な

い
ま
し
た
。
懇
談
に
は
島
原
孝
委
員
長
ほ
か
２
人
も
同
席

し
区
内
建
設
実
態
を
伝
え
ま
し
た
。 

「
足
立
区
公
契
約

条
例
」
区
民
学
習

会
・
６
月
28
日
㊎

午

後

7

時

開

会
・
庁
舎
ホ
ー
ル 



震
災
や
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
問
題
を
通

じ
て
、
建
設
業
の
役
割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
足
立
区
に
お
い
て
「
公
契
約
条
例
」
制
定

へ
の
議
論
が
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
後

押
し
す
る
の
は
組
合
員
と
と
も
に
区
民
の
理

解
が
必
要
で
す
。
建
設
技
能
者
の
社
会
的
な
役

割
を
多
く
の
方
に
共
感
を
得
て
も
ら
う
こ
と

が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

※ 

[

開
催
要
項]

 

十
一
月
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時
開
会
予
定
、

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
、
入
場
無
料 

 
 
 
 
 

□ 

「
黒
部
の
太
陽
」 

木
本
政
次
の
同
名
の
原
作
を
も
と
に
石
原

プ
ロ
、
三
船
プ
ロ
が
映
画
化
。
劇
団
民
芸
が
全

面
協
力
し
た
作
品
。 

 
 
 
 
 

□ 

黒
部
ダ
ム
（
富
山
県
新
川
郡
立
山
町
） 

 

七
年
の
歳
月
と
延
べ
一
〇
〇
〇
万
人
の
人

力
を
つ
ぎ
込
み
、
五
一
三
億
円
の
巨
費
を
つ
ぎ

込
ん
で
一
九
六
三
年(

昭
和
三
八
年
）
に
完
成
し

た
日
本
最
大
の
ア
ー
チ
式
ド
ー
ム
超
流
型
ダ

ム
。
工
区
は
、
五
つ
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
元
請

企
業
は
、
熊
谷
組
、
間
組
、
鹿
島
建
設
、
佐
藤

工
業
、
大
成
建
設
。 
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「
足
立
区
公
契
約

条
例
」
区
民
学
習

会
・
６
月
28
日
㊎

午

後

7

時

開

会
・
庁
舎
ホ
ー
ル 



金
沢
区
議
は
条
例
制
定
に
向
け
た
足
立
区
の
経

過
に
つ
い
て
触
れ
、
①
業
界
団
体
等
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
②
労
働
報
酬
委
員
会
の
設
置
と

構
成
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
定
野
総
務
部
長
は
、
①
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
11
団
体
（
依
頼
12
件
）
か
ら
回
答
が
あ

り
、
概
ね
賛
成
意
見
で
あ
っ
た
が
、
反
対
意
見
と

し
て
労
働
者
台
帳
整
備
の
事
務
負
担
増
を
指
摘
す

る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
事
務
負

担
を
考
慮
し
て
す
す
め
る
こ
と
。
ま
た
②
仮
称
足

立
区
労
働
報
酬
審
議
会
を
設
置
し
、
事
業
者
・
労

働
者
・
学
識
経
験
者
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
、

労
働
報
酬
下
限
額
の
設
定
や
条
例
の
重
要
項
目
を

議
論
す
る
と
し
ま
し
た
。 

 

当
初
足
立
区
は
、
審
議
会
の
設
置
等
に
消
極
的

で
し
た
が
、
組
合
要
望
に
沿
っ
て
改
善
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

□ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
９
月
議
会
に
提
案 

 

総
務
委
員
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
期
間
（
６
月
25
日
〜
７
月
24
日
）
、
そ
の
意

見
を
反
映
し
、
９
月
議
会
に
条
例
案
を
提
案
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
会
で
は

長
井
区
議
（
公
明
）
、
ぬ
か
が
区
議
（
共
産
）
が
そ

れ
ぞ
れ
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。 
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平
成
25
年
度
第
２
回
定
例
会
本
会
議
が
６
月
11

日
に
開
催
さ
れ
、
各
党
の
代
表
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
公
明
党
金
沢
美
矢
子
議
員
（
左
・
写

真
）
が
公
契
約
条
例
制
定
を
求
め
る
質
問
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
区
議
会
全
五
会
派
が
条
例
制

定
に
賛
同
を
示
し
ま
し
た
。
翌
12
日
に
は
総
務
委
員

会
が
行
な
わ
れ
、
条
例
制
定
に
向
け
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
概
要
と
条
例
案
提
案
の
日
程
が
確
定
し
ま

し
た
。 

 

「
足
立
区
公
契
約

条
例
」
区
民
学
習

会
・
６
月
28
日
㊎

午

後

7

時

開

会
・
庁
舎
ホ
ー
ル
、

駐
車
場
は
有
料
。 

区役所前での月例早朝宣伝 


